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西門義-ー・中山隆夫
1:-緒 密葬類の種子消毒が共通曾産J:の必
須傑件である事は肱に常識であるが、使用車重使
で且有効な各種の新業費jの現はれTこ現有でも冷
水温揚浸漬によらねば目的ぞ建し得ない病害も
少〈ない9且時局は特殊の物資を要じない滋湯
鹿理の普及一般化の要を痛感せずしめて居る。然
ゐに『般農家に若手種の温湯虚理が徹底してゐな
い感があり、昭和 8年の如きは之が貰施により
で完全iこ穆防し得る筈の黒組前、斑葉病の費生
が茜しかったoとれは農家の認識不足によるが
それ以上大きな理由は消議作業の地行期t二於げ
る努力問題でありこれが霊場策のーっさして多種‘
消毒を矯種明よりも少し早いめに農閑WJIL行ふ
事が考へられ、之れによれば指導者の指導も徹
底し作業も丹念さなり、壬の効果は著しく向上
する事三思はれる。
本報告は農闘l聞に於て種子の早期温湯島司法
-r貰砲するに嘗わ被由理種子が、，その後の貯蔵
によって習を芽に如何なる影響を受〈るかさ云ふ
艶について、質醸した結果である。
2・供賦材料忍寅験の方法貰験に供用し
すこ奈の種子は小委農林5蹴、意時中長及江島紳カ
裸萎三保3続、早主主練及コピン、皮穿細穿3蹴
及五畝四石、埼玉 1蹴の各品種であったo昭和
19年6月牧雄後は充分乾酪して、プ事キ製鑑に
納めてあったものである。
質職は昭和L9年10月18臼に始まり全品種につ
き同口種子消毒を行った。その方法は緩め婿氏
~ð度の冷水に 6時間浸潰し、後56・ 52及5-1度の
温湯に5分間成理した。その後は(1)寅ちに蒔
付けてを受芽を験するさ共に、。〉一部は日蔭で
乾艇し、 t3)他のー部は1=のま〉話高気-r保ち後
備蛮芽をせしめたものさじ分けたo後者の揚合
は僅に高層撃する程度tニ止めその後は前者三問機
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に日蔭で・乾焼した。とれは所謂芽出F手法令考慮
したものではあるが、鹿理の護育に及悔す影響
さは別に鷲芽のみについて調益したのである。
;嵐官に乾蝿したものは硝子容器に入れよ〈封じ
て嬢氏20及30度の定湿器内で貯蔵しTこo此貯蔵
開始期に於ける?O種子の水分量は金供試材料を
遁しτ最低12.6%最高14.4%であったa
9・慣験の結果
1.温湯鹿理後直ちに乾燥貯蹴しすこ種-(.の蛮
芽。昭和19年1(')月18日に橋氏5d・ 62及54度の温
湯で5分間消毒4並行び直ちに乾燥しで2d及30度
に貯蔵した。それから 10・2d・40及 60日間後
の種子の鷲茅を試験した。その結果を温めれば
第I開表 泊議後の貯蔵目散さ
重量芽歩合さの関係
治議後直ちに乾燥貯厳した結果
Clfl港温度5~OCの渥令}
1001 .._ 
滋 1:云て三><.ミ←:x 80 ~ tv 60 
令
f 40 
20"C 
o 10m w ~ ~ IO~ ~ω 
4貯磁日数
Olid、参新中長ふは傑家三係H君×は皮多細"3勝。
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超高をmす。 20030。は貯磁温度
第1表注第 1並lこ3圃表の如くである0 長は品種によりて多少の差はあるが小夢.裸.'11-皮
これによれば温湯消毒ぞ行った種子会貯蔵す 穿は共に由理温度の高い程その後の貯蔵により
ればその鷲芽は (1)消毒温度さ〈幻貯蔵の温 ・τ護芽の害されるさいふ傾向を示した(第2表参
.度及 (3)朋間さによって左右されるとさが明に 照)0 この事は播氏30度で貯蔵しTこ皮.及楳多
なった0(1)冷水温湯島理の湯の温度について侍 に於て最もよく表はれてゐるo
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第2圃表 消毒後の貯蔵日数S
鷲芽歩合さの聞係
消議後自民備ftjiを備し乾燥貯蔵した結果
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OI1:/J、夢新中媛、..6.{1裸参三億S館、河は皮多細多3披
各々の機増は第1組重量をB照
泊。080。は貯蔵温度
さえ白 (2)貯蔵温度が費芽じ及ぼす影響につい
ては明にその温度が低い揖合が良好、 26重貯蔵
の物は36度よちも遥かに藤芽が良好であるo し
カ、し貯騒が短期間であれば (16日間以内 この
i藍はIJ、さい。
(3)貯融制聞については先に掲げた消毒温度
議に貯蹴祖度さ密接;1ニ闘係しτゐるのでとれら、
に左右される所は茜だ大きいo維つτ島容温湯
(1)溢度か52度で且叉貯瀧極度も低h、(26，度以下〉
掛合は理想的で、その聾芽カ色長期間に亙つτ
保持されるる即ち第1.表の示すが如〈庫理若手
種の殻芽は貯蹴温度を20産さすれば6d日間貯離
しても殆んE完全で皮穿がほんの僅じ蛮芽の低
下をみゼt.:1こ過ぎなかった。
n ~ i.晶湯消毒後藤備蛮芽t.eせしめ再び乾蝶貯
脱した種子の蛮芽。前項12岡棋、昭和19年1d月
lB日に消毒し直ちに濠備蛍芽せしめて、乾燥し
路階。及80度じて 1υ.20.40.60日間貯;賦した結
県は第3表及第2・8聞去・の遁りである。
とれによれば前記の消毒後直ちl二乾燥1.，t:.種
戸の場合さ同様、 1自毒・後復備強芽せじめれ種子
ー貯蔵すればその費芽は消毒の温鹿ミ貯蹴の温
1J[並にその期間さによって襲化ずるo しかしを
の影響位前者の揚合さは呉り著しく槍大してゐ
i.J奈が注目されるo@pち蛮穿カは僅かな外部の
踊俸件じょっt失はれる様になっt:.o第2圃表
第3圃表消毒温度三費芽歩合
さの関係
DO日間貯蔵後の結果
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A.消毒後産もに申E燥貯蔵l.f之島合・
B. 消毒後強繍U~を施L乾燥貯蔵Lた衛合
。はIJ'夢新中畏ムは裸道陣三保3聖書 xは皮道陣細婆3蹴
200 3ゅρはー 貯蔵様度 消毒温耳[0は観単
の示すが如く揖氏2(')度の貯蔵温度にても長期間
(26日間以上)'に亘る貯蔵は不可能であるこさ
がわかる。
4・縄 括本貰臓の結果によれば冷水温湯
治毒を施した小夢、裸.~及皮穿の種子は之丞直
ち広乾燥して再び貯擁すれば、その貯蔵温度が
2(')度或は夫以下ならば、司成り長期間に亘っτ
蛮芽カが保持されあo叉消毒後僅kこ聾芽させた
種子では長期の貯蔵じは耐へ今季、.氏，2d度でも
~(')日以上は貯蔵する事が出来tzいo所謂芽出し
た穿種は此目的に泊はないさいふ事にたるo此
結果から云ふミ貯臓の温度会26度臥下tこ保ち得
るならば蒔付ω1ヶ月或は2タ月近〈も前じ冷
水温湯底理金施Lても、其後直ちt二日蔭で充分
乾繰L、貯蹴すれば藤芳tこ悪~響はない。倉敷
地方の鉱依そ例にさりτも平均気温が26度以下
になるのは9月下旬頃であり蒔付遁期は1月中
旬であるから此間40←60日間にもなる。夫故9
月下旬以後、農閑伝馬て温湯鹿理を貰施すればよ
い謹である。此方法では消毒した種子令再a日
蔭で乾操せねばなら泣い自余分な手閉そ必要ざす
るがこれは何ら特別ゎ技術々要せ守努力さ時聞
に富余裕のある所謂農民j期であるから共賓施は困
難ではないてE信守るo但し乾棋を充分に行ふニ
さをi主意せねばたらない。
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